
問

旧
藤
島
町
で
は
「
人

と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、

平
成

年
度
か
ら
「
農
業

15

を
土
台
に
し
た
循
環
型
社

会
」
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ

ー
ト
し
、

年
度
は

年

29

15

目
の
節
目
の
年
だ
。

地
方
自
治
体
の
条
例
で

全
国
で
初
め
て
、
遺
伝
子

組
み
換
え
作
物
の
栽
培
を

規
制
す
る
条
文
を
設
け

た
。市

町
村
で
は
宮
崎
県
綾

町
（
あ
や
ち
ょ
う
）
に
続

い
て
２
番
目
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
法

に
基
づ
く
有
機
農
産
物
認

定
機
関
の
登
録
や
、
内
閣

府
の
「
地
産
地
消
で
育
つ

元
気
な
こ
ど
も
の
楽
し
い

給
食
特
区
」
の
認
定
、
有

機
栽
培
技
術
実
証
展
示
ほ

場
や
水
田
の
生
き
物
調
査

な
ど
が
特
徴
的
だ
。

市
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ

コ
タ
ウ
ン
事
業
を
ど
う
総

括
し
、
新
し
い
皆
川
市
政

に
ど
う
引
き
継
い
で
い
く

の
か
。

藤
島
支
所
長

人
と
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進

事
業
と
し
て
、
有
機
栽
培

の
実
証
圃
場
や
技
術
の
公

開
、
有
機
農
業
へ
の
転
換

を
促
進
し
て
き
た
。

県
は
経
験
豊
富
な
有
機

農
業
者

名
を
「
や
ま
が

19

た
有
機
農
業
の
匠
」
に
認

定
し
て
い
る
が
、
本
市
か

ら
４
名
、
う
ち
３
名
が
藤

島
地
域
で
あ
り
、
技
術
力

の
向
上
に
も
成
果
が
現
れ

て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
有
機
認
証
の
米

や
特
別
栽
培
米
は
平
成
29

年
度
、
合
わ
せ
て

件
登

26

録
さ
れ
、
市
全
体
の
イ
メ

ー
ジ
向
上
に
寄
与
し
て
い

る
。保

育
園
や
小
学
校
な
ど

首
都
圏
と
の
交
流
、
東
洋

大
学
社
会
学
部
の
調
査
受

け
入
れ
は

年
間
で
３
７

11

７
名
の
学
生
と
な
っ
て
お

り
、
Ｏ
Ｂ
学
生
１
名
が
鶴

岡
へ
移
住
し
て
い
る
。

安
全
安
心
を
重
視
す
る

消
費
者
か
ら
は
、
以
前
に

も
増
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
が
、
有
機
農
業
の
担
い

手
や
後
継
者
不
足
、
生
産

者
の
付
加
価
値
や
対
価
な

ど
は
不
十
分
で
あ
り
、
エ

コ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
藤
島
地
域
の
重
要
施
策

と
し
て
次
期
総
合
計
画
に

も
引
き
継
い
で
い
き
た

い
。

問

エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
直
売
所
「
楽
々
」
の
閉

店
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ど
う
図
る
か
。

藤
島
支
所
長

直
売
所
に

つ
い
て
は
藤
島
産
直
組
合

が
運
営
し
て
き
た
が
、
売

り
上
げ
の
減
少
に
よ
り
継

続
が
困
難
と
の
報
告
を
受

け
、
再
建
の
た
め
に
調
整

を
重
ね
て
き
た
が
、
残
念

な
が
ら
閉
店
と
な
っ
た
。

現
在
、
民
間
事
業
者
を

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
り
募
集
し
、
審
査
会
の

審
査
を
経
て
４
月
中
の
貸

付
を
予
定
し
て
い
る
。

問

市
は
平
成

年
度
に

25

「
鶴
岡
市
環
境
保
全
型
農

業
推
進
計
画
」を
策
定
し
、

そ
の
中
で
有
機
農
業
の
全

市
的
取
り
組
み
を
位
置
づ

け
た
。

具
体
的
な
目
標
と
し

て
、
有
機
・
特
別
栽
培
と

慣
行
栽
培
の
面
積
割
合
を

現
在
の
３
対
７
か
ら
５
対

５
へ
高
め
、
平
成

年
ま

30

で
に
面
積
の
半
分
以
上
が

特
別
栽
培
レ
ベ
ル
の
取
り

組
み
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
、
ま
た
有
機
性
堆
肥
の

散
布
面
積
を

年
度
１
５

24

６
６

か
ら

年
度
１
８

㌶

30

０
０

へ
、
堆
肥
利
用
者

㌶

数
を
同
８
３
１
人
か
ら
１

０
０
０
人
へ
拡
大
を
目
指

す
と
し
て
い
た
が
、
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

農
林
水
産
部
長

有
機
特

別
栽
培
米
の
作
付
割
合
は

平
成

年
度
実
績
の

・

24

28

７
％
か
ら

年
度
は

・

29

38

２
％
へ
、
有
機
性
堆
肥
の

散
布
面
積
は
１
７
２
０
㌶

へ
、
堆
肥
利
用
者
数
は
８

１
５
人
に
減
っ
て
い
る

が
、
総
農
家
数
の
減
少
の

中
で
、
割
合
は

・
８
％

22

か
ら

％
に
増
加
し
て
い

26

る
。市

の
具
体
的
な
取
り
組

み
は
、
①
有
機
栽
培
技
術

の
普
及
、
②
担
い
手
の
育

成
、
③
消
費
者
か
ら
の
評

価
向
上
と
流
通
消
費
の
拡

大
を
柱
に
推
進
し
て
い

く
。鶴

岡
産
有
機
米
の
学
校

給
食
へ
の
提
供
な
ど
を
進

め
て
い
く
。

問

藤
島
の
エ
コ
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
有

機
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
で
き
な
い
か
。

藤
島
支
所
長

同
施
設
で

各
団
体
が
情
報
交
換
や
研

修
会
な
ど
で
活
用
し
て
お

り
、
今
後
も
市
と
関
係
団

体
が
緊
密
に
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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６
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
日
本

共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
、
①
藤
島
エ
コ
タ
ウ
ン
事

業
、
②
東
田
川
文
化
記
念
館
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
、

市
当
局
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

有
機
農
業
推
進
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は

１６日、「許すな！森友問題・民主主義破壊安倍政権

の総辞職を求める緊急集会」が鶴岡市役所前で開か

れ、６０人が参加。日本共産党市議団から坂本昌栄、

山田守、長谷川剛市議が連帯の挨拶をしました。

問

東
田
川
文
化
記
念
館

は
公
益
財
団
法
人
藤
島
文

化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
に
指

定
管
理
し
て
き
た
。

１
つ
は
、
記
念
館
の
使

用
料
を
事
業
団
の
利
用
料

金
制
に
改
め
て
、
事
業
団

の
収
入
に
で
き
な
い
か
。

２
つ
は
、
藤
島
体
育
館

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

藤
島
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
の
役
割
ど
う
認
識

グ
施
設
を
市
体
育
協
会
か

ら
の
再
委
託
で
は
な
く
、

直
接
委
託
に
し
、
利
用
料

金
制
に
改
め
て
事
業
団
の

収
入
と
し
て
運
営
で
き
な

い
か
。

事
業
団
の
果
た
し
て
い

る
役
割
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



問

安
さ
だ
け
を
追
求
す

る
入
札
か
ら
、
建
設
労
働

者
や
委
託
労
働
者
の
最
低

額
を
入
札
や
落
札
の
条
件

と
し
て
自
治
体
の
入
札
・

契
約
の
な
か
で
定
め
る
こ

と
が
「
公
契
約
条
例
」
制

定
に
向
け
て
の
出
発
点
。

そ
の
適
正
化
が
進
め
ば
、

公
契
約
の
対
象
は
「
雇
用

・
賃
金
・
労
働
条
件
」
だ

け
で
は
な
く
て
、
環
境
へ

の
取
り
組
み
、
男
女
共
同

参
画
、
地
域
貢
献
な
ど
自

治
体
政
策
・
社
会
的
価
値

の
実
現
へ
の
取
組
み
を
公

共
調
達
の
契
約
に
盛
り
込

む
取
り
組
み
に
広
が
っ
て

い
る
。

市
長
は
「
地
域
循
環
型

経
済
」
を
構
築
す
る
こ
と

を
表
明
さ
れ
て
い
る
。
政

策
課
題
実
現
と
社
会
的
価

値
を
実
現
し
て
い
く
と
い

う
点
で
公
契
約
条
例
の
制

定
に
は
意
味
が
あ
る
と
思

う
。
所
見
を
伺
い
た
い
。

総
務
部
長

基
本
的
な
考

え
方
は
「
公
共
サ
ー
ビ
ス

基
本
法
」
に
示
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
、
そ

の
政
策
内
容
に
つ
い
て
は

各
自
治
体
の
裁
量
に
よ
る

と
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。

賃
金
労
働
条
件
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
最
低
制
限

価
格
制
度
を
施
行
し
て
お

り
、
契
約
制
度
の
改
善
を

進
め
て
い
る
。

環
境
保
全
、
男
女
共
同

参
画
、
地
域
貢
献
に
よ
る

社
会
的
な
価
値
の
実
現
に

に
つ
い
て
は
、
現
状
の
市

の
諸
制
度
の
な
か
で
対
応

し
て
い
る
。こ
の
こ
と
は
、

一
般
的
な
公
契
約
条
例
の

理
念
と
合
致
す
る
も
の
で

あ
り
、
一
連
の
公
約
を
支

え
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

藤
島
支
所
長

東
田
川
文

化
記
念
館
は
展
示
の
観
覧

や
施
設
見
学
は
無
料
で
あ

り
、
明
治
ホ
ー
ル
の
市
民

の
利
用
は
無
料
と
し
、
営

利
を
目
的
と
す
る
な
ど
設

置
目
的
外
の
利
用
の
場
合

に
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

る
。収

支
の
採
算
を
求
め
て

い
く
施
設
で
な
い
こ
と
か

ら
利
用
料
金
制
は
な
じ
ま

な
い
。

管
理
運
営
に
必
要
な
経

費
を
指
定
管
理
者
に
支
払

う
現
在
の
形
態
が
安
定
し

た
運
営
に
適
し
て
い
る
。

藤
島
体
育
館
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
フ
リ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
に
つ

い
て
は
、
そ
の
運
営
の
専

門
性
な
ど
を
考
慮
し
て
鶴

岡
市
体
育
協
会
か
ら
事
業

団
へ
の
再
委
託
を
承
認
し

て
い
る
。

一
部
施
設
を
直
接
委
託

に
し
て
、
一
つ
の
建
物
に

複
数
の
管
理
者
が
存
在
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
管
理
責

任
が
明
確
で
な
く
な
り
、

光
熱
水
費
や
共
通
部
分
を

明
確
に
分
け
る
こ
と
も
困

難
で
あ
り
、
利
用
料
金
制

に
つ
い
て
も
困
難
だ
。

同
事
業
団
が
果
た
し
て

き
た
役
割
は
、
地
域
文
化

の
振
興
発
展
を
図
る
上
で

非
常
に
大
き
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

６
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
日

本
共
産
党
の
山
田
守
議
員
は
、
①
公
契
約
条
例
の
あ
り

方
、
②
鶴
岡
市
の
平
和
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

市
当
局
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

入
札
・
契
約
の
適
正
化
を

「
種
子
法
廃
止
と
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
農
業
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
元
農

水
相
・
山
田
正
彦
氏
の
講

演
会
が
、

日
開
催
さ
れ

14

ま
し
た
。
（
主
催
・
庄
内

協
同
フ
ァ
ー
ム
）

山
田
氏
は
、
種
子
法
廃

止
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
係
し
て

お
り
、
政
府
が
国
会
批
准

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ

も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
本

11

体
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま

活
き
て
お
り
、
危
険
な
中

身
で
あ
り
、
国
民
の
権
利

（
憲
法
）
よ
り
上
に
、
多

国
籍
企
業
本
位
の
条
約

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
が
優
先
さ
れ
、

食
糧
、
農
業
、
市
民
生
活

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影

響
が
及
ぶ
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
実
に
世
界
、

日
本
国
内
で
も
商
社
な
ど

が
種
子
を
開
発
販
売
さ
れ

た
事
例
で
は
、
「
栽
培
契

約
で
商
社
が
決
め
肥
料
・

農
薬
を
使
用
さ
せ
ら
れ

る
」
な
ど
、
種
子
を
独
占

す
る
こ
と
で
農
家
支
配
を

進
め
る
仕
組
み
や
遺
伝
子

組
み
換
え
農
作
物
に
よ
る

影
響
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
種
子
法
が
廃
止

さ
れ
た
中
で
、
「
公
共
の

種
子
を
守
る
法
律
、
種
苗

施
設
を
守
る
こ
と
が
大

切
」
と
し
、
地
方
議
会
の

種
子
法
廃
止
に
係
る
請
願

や
、
新
潟
県
や
兵
庫
県
で

の
種
子
を
守
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
紹
介
し
、
「
ぜ

ひ
山
形
県
、
鶴
岡
市
で
も
」

と
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
「
生
産

者
と
消
費
者
の
関
係
を
ど

う
構
築
し
て
ゆ
け
ば
い
い

か
」
と
の
問
い
に
、
山
田

氏
は
「
協
同
組
合
運
動
が

大
切
だ
と
思
う
。
農
協
や

生
協
な
ど
が
共
に
学
び
合

い
共
闘
す
す
る
関
係
を
」

と
述
べ
、
「
日
本
の
種
子

（
た
ね
）
を
守
る
会
」
を

設
立
し
た
事
を
紹
介
し
、

こ
の
問
題
で
の
全
国
的
な

取
り
組
み
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
か

ら
加
藤
、
坂
本
、
菅
井
の

３
人
が
参
加
。
講
演
を
受

け
、
党
市
議
団
と
し
て
も
、

県
や
市
に
対
し
て
声
を
上

げ
て
ゆ
く
べ
き
課
題
と
認

識
し
ま
し
た
。

組
織
し
平
和
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
市
が
事
務

局
を
担
う
と
い
う
よ
り

は
、
参
加
団
体
が
積
極
的

に
関
わ
り
平
和
事
業
に
反

映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。

本
市
で
も
沖
縄
・
広
島

へ
中
学
校
が
修
学
旅
行
に

行
っ
て
い
る
。
地
域
の
そ

れ
ぞ
れ
の
平
和
団
体
の
と

り
く
み
や
中
学
校
で
の
平

和
学
習
な
ど
、
多
様
な
取

り
組
み
が
鶴
岡
市
で
は
行

わ
れ
て
い
る
。

中
学
、
地
域
等
の
平
和

活
動
の
取
り
組
み
な
ど
市

当
局
が
支
援
で
き
な
い
か

伺
い
た
い
。

総
務
部
長

事
業
の
継
続

性
か
ら
考
え
て
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

各
種
団
体
が
行
う
平
和

啓
発
事
業
の
後
援
に
つ
い

て
は
、
目
的
内
容
を
聞
き

取
り
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
市
民
団
体
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
他
市

事
例
を
参
考
に
効
果
的
な

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

年
実
施
し
て
い
る
、
平
成

年
、

年
に
は
、
江
戸

16

26

川
区
の
小
学
生

名
を
迎

40

え
、
戦
中
体
験
や
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を

実
感
で
き
る
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

問

山
形
市
、
天
童
市
な

ど
で
は
、
実
行
委
員
会
を

問

鶴
岡
市
の
、
平
和
事

業
の
取
り
組
み
、
本
市
と

他
団
体
と
の
取
り
組
み
の

経
過
な
ど
伺
う
。

総
務
部
長

合
併
前
は
、

平
和
コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演

会
、
「
戦
争
と
平
和
の
資

料
展
」
等
を
実
施
、
合
併

後
は
単
独
で
資
料
展
を
毎

平
和
事
業
の
取
り
組
み
は


